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　5 月のカルチャークラブ動画レッスン（Facebook）、ご覧になりましたか。
　今回紹介した料理、トライフルを作る際に使用したバッテンバーグケーキ（英語：Battenberg 
cake）をちょっと紹介したいと思います。このケーキの起源については諸説ありで呼び名もいく
つありますが、イギリスのヴィクトリア女王

（1819 年 5 月 24 日 ～ 1901 年 1 月 22 日 ） の
孫娘の結婚式を祝い、1884 年に作られたケーキとしてよく
知られています。今のバッテンバーグケーキの四角が 4 つの
市松模様ですが、最初のころは 9 つで構成されたそうです。
このケーキは、ピンクと黄色のアーモンド味のスポンジケー
キで市松模様を組み合わせて、アプリコットジャムでケーキ
を固定し（レンガをモルタルでくっつける感じ）てから、キ
レイに伸ばしたマジパンで包みます。伝統的な色と味以外に、
今はチョコレート・オレンジ色と味や緑色のピスタチオ味、
様々なアレンジがありますよ！
　今回のカルチャークラブ動画レッスンは、６月１日からの

「わがとこにゅうす」で放送予定です。ぜひ、ご覧ください！

すがすがしい初夏の季節となりました。皆さんいかがお過ごしでしょうか。
　５月の大型連休が終わり、夏が本格的に到来する前のこの時期、皆さんはどのような行事や風物詩を思い浮
かべますか。私はなぜか妙に、必ず端午節のことが思い浮かびます（笑）。と言うことで、今月は香港の端午節と、
５月のカルチャークラブ動画レッスン（Facebook）について、ちょっと話をしたいと思います。

LESSON

　以前も紹介したことがありますが、中華圏の端午節も
日本の端午の節句と同じく 5 月 5 日に当たりますが、グ
レゴリオ暦（新暦）ではなく旧暦の方ですので、今年は
6 月 22 日に当たります。香港では端午節（広東語：デュン・
ン・ジッ）は祝日に指定されています。端午節の時はち
まき（繁体字：糉または粽）を食べる習慣があり、我が
家の食卓に自家製のちまき以外に市販のものも出てきま
す。時期が近づくと、新聞紙や雑誌、バス停や地下鉄の
駅構内でもちまきの広告が見られます。市販のちまきは
スーパー以外に、飲食店と期間限定の専門店等で買えま
す。もちろん、近年はネットショップで購入することも
できます。
　ちまきですが、地域によって中に包む餡や包み方（ち
まきの形）が少し変わります。香港では甘い「鹼

がんすいぞん

水糉」、
と塩辛い「裹

ぐぉぜんぞん

蒸糉」や「鹹
はむよくぞん

肉糉」がメインですが、中国
の他の地域のちまきも見られます。甘い「鹼水糉」の中
はもち米とあんこで、甘いシロップをかけて食べる習慣
があります。「鹹肉糉」の中はしょっぱく下味付けをした
豚肉が入っています。「裹蒸糉」は他の 2 種類のちまきよ
りサイズがちょっと大きくて、近年は山の幸や海の幸（小
さいアワビ！）が入っている商品も珍しくはないです！

香港の端午節、
今年は 6月 22日（木）です！

　香港では「三種のちまき」（笑）以外に、豆やナッ
ツが入っているちまきもあります。母方の祖母と父
方の伯母はちまきを作る習慣がありまし
た。父方の伯母は2種類のちまき、小豆
入りとピーナッツ入りを作っていました。
ちまきを作るには下準備が多くて、調理す
るにも時間がかなりかかります。よく考え
たら、いつも一人で多くのちまきを作る祖
母は本当にスーパーウーマンです！

クレオの一言

ツが入っているちまきもあります。母方の祖母と父

たら、いつも一人で多くのちまきを作る祖

◀
実
家
の
「
鹹は
む
よ
く
ぞ
ん

肉
糉
」

西ノ島町国際交流員 Oki Nishinoshima CIRs

西ノ島町国際交流員の
Facebookページ ▶
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教育委員会だより教育委員会だより

６
月
の
主
な
行
事
予
定

し
ま
っ
こ
広
場

　
４
月
15
日
（
土
）
若
者
宿
に
て
、
今
年
度

最
初
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
し
ま
っ
こ
広

場
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
４
名
の
し

ま
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
、
３
名
の
大
人
の

島
留
学
生
、
参
加
し
た
11
名
の
子
ど
も
た
ち

と
室
内
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
自
分
の
名
前
、
好
き
な
食
べ
物

を
教
え
あ
う
自
己
紹
介
を
か
ね
た
伝
言
ゲ
ー

ム
で
場
を
あ
た
た
め
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、

ゾ
ン
ビ
鬼
、
自
由
遊
び
を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
、
当
初
予

定
し
て
い
た
公
園
遊
び
を
変
更
し
て
の
活
動

で
し
た
が
、
最
後
ま
で
笑
顔
の
絶
え
な
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
し
ま
っ
こ
広
場
に
参
加
し
た
新
１

年
生
の
子
ど
も
達
も
楽
し
そ
う
に
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

西
ノ
島
町
を
感
じ
る
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　〜
観
光
・
歴
史
編
〜

　
４
月
15
日
（
土
）
に
、
町
内
各
所
で
新
規

の
学
校
教
職
員
、
役
場
職
員
を
対
象
に
、
恒

例
の
地
域
を
巡
る
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
碧
風
館
で
は
、
後
醍
醐
天
皇
に
つ
い
て
、

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
山
本
幡
男
や
精
霊
船
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
や
牧
畑
に
つ
い
て
も
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
歴
史
や
産
業
な
ど
に

つ
い
て
、
知
ら
な
い
こ
と
を
ま
と
め
て
聞
く

こ
と
が
で
き
、授
業
に
も
活
用
で
き
そ
う
だ
。」

「
情
報
発
信
に
活
か
し
た
り
、
友
人
等
へ
の

案
内
に
活
か
し
た
り
し
た
い
。」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

星
神
島
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
繁
殖
地

（
昭
和
13
年
国
指
定
天
然
記
念
物
）

　
宇
賀
の
集
落
か
ら
船
で
20
分
ほ
ど
東
に
向

け
て
走
る
と
、
海
の
上
に
ポ
ツ
ッ
と
飛
び
出

し
た
三
角
形
の
島
が
星
神
島
（
ホ
シ
ノ
カ
ミ

シ
マ
）
で
あ
る
。
こ
の
島
は
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ

ド
リ
の
繁
殖
地
と
し
て
古
く
か
ら
国
指
定
天

然
記
念
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
国
指
定

の
繁
殖
地
は
全
国
で
５
ヶ
所
あ
り
、
そ
の
中

で
も
星
神
島
は
代
表
的
な
場
所
で
あ
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
こ
こ
は
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド

リ
の
生
態
を
維
持
し
よ
う
と
、
通
常
は
禁
足

地
に
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
島
に
は

も
う
一
つ
、
毎

年
大
晦
日
の
夜

に
な
る
と
星
が

降
っ
て
来
る
と

い
っ
て
、
そ
の

霊れ
い
げ
ん験
に
与あ

ず
か

ろ
う

と
多
く
の
人
が

参
詣
し
た
と
の

伝
承
も
あ
る
。
島
の
上
が
り
口
の
所
に
星
神

の
鹿
賀
瀬
雄
命
（
カ
ガ
セ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）
を

祀ま
つ

り
、
昔
か
ら
雨
乞
い
の
神
と
し
て
も
崇あ

が

め

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
島
の
頂
上
に
は
誰
も

見
て
は
い
け
な
い
小
さ
な
池
が
あ
っ
て
、
日

照
り
が
続
く
時
に
は
宇
賀
の
「
宮
前
」
と
い

う
家
の
当
主
が
、
羽
織
袴
で
威
厳
を
正
し
て

こ
こ
に
参
詣
し
、
手
に
し
た
ヒ
シ
ャ
ク
で
池
の

水
を
汲
み
出
し
て
祈
る
と
、
竜
が
天
に
昇
る

教
育
委
員
会
よ
り

▲ じゃんけん大会の様子

わ
が
と
こ
文
化
財

公
民
館
の
取
組

の
に
こ
の
池
の
水
が
な
い
と
困
る
の
で
、
次
の

日
に
は
必
ず
雨
を
降
ら
せ
る
の
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
西
ノ
島
で
最
後
に
雨
乞
い
を
し
た

の
は
昭
和
26
年
頃
と
さ
れ
、
そ
の
時
は
耳
々

浦
海
岸
か
ら
星
神
島
を
遥よ

う
は
い拝
し
な
が
ら
祈
願

し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

西
ノ
島
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
長

松
浦
　
道
仁

　
隠
岐
４
町
村
の
教
育
委
員
会
で
は
、
文

化
財
の
調
査
結
果
や
郷
土
研
究
者
の
論
文

な
ど
を
ま
と
め
た
年
刊
誌
「
隠
岐
の
文
化

財
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
隠
岐
の
歴
史
や
民
俗
、
自
然
な
ど
、
様
々

な
分
野
に
つ
い
て
紹
介
す
る
文
化
財
専
門
誌

で
す
の
で
、
隠
岐
を
学
ぶ
際
の
参
考
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
ご
購
入
】
中
央
公
民
館
ま
た
は
い
か
あ
屋

　
◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

中
央
公
民
館
　
６
‐
０
０
３
３

■
６
月
３
日
（
土
）

　
ミ
ニ
牧
畑
体
験
〜
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
〜

■
６
月
24
日
（
土
）

　
料
理
教
室
〜
手
作
り
パ
ン
〜

■
６
月
初
旬

　
ホ
タ
ル
観
察
会

※
詳
細
は
お
っ
て
西
ノ
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▲ 星神島

▲ 碧風館での様子

質問しながら巡りました ▼
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